
ＳＤＧｓ未来都市とよたの取組
パートナーシップで実現するミライのフツー

豊田市 企画政策部 未来都市推進課
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豊田市について
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都市
山村



旧･豊田市
（～平成16年度）



新･豊田市
（平成17年度～）

人口 ４０万人 ⇒ ４２万人
面積 290km2 ⇒ 918.32   km2



LINE

豊田市の強み ～先端技術が創出されるまち～

水素自動車・電気自動車

ものづくり教育

ものづくり創造拠点SENTAN



LINE

豊田市の強み ～自然豊かで原点回帰できるまち～豊田市の強み ～自然豊かで原点回帰できるまち～

紅葉

米桃梨

シキザクラ

ラムサール条約
登録湿地

樹氷風力発電

三河湖



豊田市の強み ～文化・スポーツを楽しむまち～

まちなかに、多様な文化・スポーツ施設がコンパクトに集積

美術館

能楽堂コンサートホール

豊田スタジアム

スカイホール



豊田市のSDGｓについて
概要
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2009
（Ｈ21）

2010
（Ｈ22）

2011
（Ｈ23）

2012
（Ｈ24）

2013
（Ｈ25）

2014
（Ｈ26）

2015
（Ｈ27）

2016
（Ｈ28）

2017
（Ｈ29）

2018
（Ｈ30）

2019
（Ｒ1）

2020
（Ｒ2）

環境モデル都市

次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ・社会ｼｽﾃﾑ実証地域

地域活性化総合特別区域

「環境モデル都市」から「ＳＤＧｓ未来都市」へ

豊田市つながる社会実証推進協議会

おいでんさんそんセンター

とよたＳＤＧｓ
パートナー

2021
（Ｒ3）

SDGs未来都市

「持続可能な都市に関する

ハイレベルシンポジウム」

国連経済社会局（UNDESA）
国連地域開発センター（UNCRD)

⇒３月「豊田宣言」 国連より公表

「SDGｓ推進国際シンポジウム
2018inとよた」

UNCRD共催

Ｔｈｉｎｋ SDGs 2021
International Conference in Toyota

UNCRD共催

◆2015年1月

◆2018年2月

◆2021年3月

★2015年9月
SDGs採択



SDGs未来都市 選定 (2018年6月)

SDGｓ未来都市とよた
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愛知県内第１号！

現在、124自治体
愛知県内は、
2019年：愛知県、名古屋市、豊橋市
2020年：岡崎市
2021年：小牧市、知立市

2009年 「環境モデル都市」

人間と「環境」が様々な方法で融合した社会。
無駄を抑え、無理なく、快適な暮らしを目指して実行

環境
ミライのフツーを「目指そう 」

2018年 「SDGｓ未来都市」

+社会
+経済

ミライのフツーを「つくろう 」

未来を先取り新たな価値を生み出し、

課題の解決に向けて未来志向で取組を進める
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2009年～
環境モデル都市

2018年～
SDGs未来都市



SDGｓ未来都市計画

●豊田市のSDGｓ重点分野

エネルギー
無理なく無駄なく快適に、
低炭素な暮らしに転換

モビリティ 誰もがどこからでも移動できる
自由

ウエルネス
心身が健康で生きがいと
満足感のあるそれぞれの暮らし
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●2030あるべき姿
“つながる つくる 暮らし楽しむまち・とよた”の実現
（第8次豊田市総合計画 豊田市の将来都市像）

●コンセプト
「みんながつながる ミライにつながる スマートシティ」
都市と山村の2面性を活かし、SDGsの理念に沿った統合的取組（経済・社会・環境）の視

点で、多様な主体の「自立」と「つながり」をもって本市の取組を加速化し、スマートシ
ティを実現
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SDGｓウエディングケーキモデル

１７「パートナーシップ」が
実践のカギ！



豊田市つながる社会実証推進協議会 おいでん・さんそんセンター

○豊田市をフィールドとした
先進技術の実証・
実装による地域課題解決 を通じて、
豊田市・国内外の持続可能な社会形成に貢献

○ひと・地域（活動主体）をつなぐ ことで、
都市と山村双方の課題解決を目指す取組を
展開し、都市と山村が支え合う中で、
さまざまな暮らしが選択できるまちを実現

＜都市部＞

主
な
取
組

実
績

狙
い

①資源・エネルギーの地産地消
②超高齢社会への対応
③交通安全の推進
④先進技術（AI IoT ビッグデータ）の横断活用

・会員数 83会員（R02．８月末現在）
・実証数 延べ 50件
（年間約10件の新規実証）

①いなかとまちの交流コーディネート
②いなか暮らし総合窓口
③「支え合い社会」の研究・実践

・会員数 253団体
・コーディネート実績（H25～H28年度） １３７件
・移住実績（H25～H28年度） ８０世帯・２０７人
・「いなかとまちのくるま座ミーティング」開催
（H25～H28年度） 参加者 延べ４５０人

表
彰
等

・地域活性化総合特区における地域協議会
・地方版ＩｏＴ推進ラボ（経産省）
・地方創生推進に係る推進母体

・過疎地域自立活性化優良事例（H29年度受賞）
・「とよた里山猪肉カレー」
（H30ディスカバー農山漁村（むら）の宝選定）

＜山村部＞

豊田市におけるSDGｓ推進２大プラットフォーム



＜山村部＞おいでん・さんそんセンター



登録企業・団体数３８０

（2021年12月末現在）

とよたＳＤＧｓパートナー

名古屋グランパスエイト
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具体的な取組紹介
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エネルギー
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ゼロカーボンシティ宣言（2019年）※中部9県初

まずは、発信、アピール！



これまでの取組ゼロカーボン推進の全体像

ＺＥＨ普及促進

スマートタウン普及促進

再エネ設備普及促進

次世代自動車普及促進

人工林健全化



官民連携で推進 CO2フリーチャレンジ
～ＳＤＧｓとよた再エネチャレンジ～

●ＳＤＧｓとよた再エネチャレンジでの位置付け

・豊田スタジアムには、渡刈クリーンセンター及び面ノ木風力発電所で発電した「地産地消電力」を通年供給（チャレンジ１）

・豊田市藤岡南中学校の太陽光発電設備から生み出した「グリーン電力証書」や中部電力のＣＯ２フリーメニューを適用して、

豊田スタジアムに供給される地産地消電力をＣＯ２フリー化（チャレンジ２）

・サポーターの皆様の協力を得てＣＯ２フリーの試合を実現（チャレンジ３）

●目 的
豊田市産の再生可能エネルギーの有効活用、ＣＯ２削減

CO2フリーメニュー

●日にち

令和元年７月２０日（土）

令和元年８月１０日（土）

１８：００キックオフ



モビリティ
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自動運転

25

名古屋大学 ゆっくり自動運転 東京大学 ロボットによる自動運転

超小型電気自動車シェアリングサービス フードデリバリー

電気自動車



高齢者移動支援

26

里モビＬＩＦＥプロジェクト（高齢者の外出促進）

歩行トレーニングロボット

新たなＥＶの導入
（Ｃ⁺ｐｏｄ Ｃ⁺ ＷａｌｋＴ）



プロジェクト１ 市民の皆さまの「お困りごと」解決

市民・・・コロナ禍で外食できない、デリバリーがしてほしい

飲食店・・・時短営業や外食の自粛でお客が激減⤵⤵⤵

➡ 新しい生活様式に対応した地域の経済循環

豊田市オリジナルのフードデリバリーサービス開始

「TOYOTA i-ROAD」でご希望のお届け先へ配達

豊田市駅を中心に半径５㎞の配達範囲の職場や自宅へ

アプリで簡単注文・簡単決済

フードデリバリーサービス



LINE

「TOYOTA i-ROAD」でご希望のお届け先へ配達
（全国でもT+CAGOだけ！）

ミライのフツーをつくろうプロジェクト【市民の「お困りごと」マッチング】



山村地域の高齢者向け 低速超小型モビリティの活用

《目的：山村地域での移動手段確保、高齢者の外出促進・安全運転支援》
○里モビLIFEプロジェクト推進協議会が中心となり、山村地域の住民ニーズ
に合わせた超小型EVの車両改造を行い、山村地域の高齢者が活用しやすい
車両を提供しています。

☆現場の声：小型なので、運転しやすい。気軽に活用できる。（利用者：高齢者）
：超小型EVなら低速で安心して外出してもらえる。（高齢者家族）



ウエルネス
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2021年度のテーマは、

「食品ロス削減」

「食品ロス削減全国大会 in とよた」

市内外からの参加者へおもてなしイベントを
とよたSDGｓパートナーの力で開催

ターゲット12.3

小売り・消費レベルにおける世界全全体の

1人当たり食品の廃棄を半減させ、収穫後

損失などの生産・サプライチェーンにおけ

る食料の損失を減少させる。



おもてなし１【 スポGOMI大会inとよた 】

26団体参加 集めたゴミは 108㎏

優勝チームは、朝日丘中学校！



おもてなし２ [ 食ロスクイズラリー ]

食ロス妖怪を見つけよう（やっつけよう）



市民への啓発 「食ロス妖怪図鑑」

「残さず食べよう！」ではなく、
残る【原因】を断つ！

思わず ドキッ、
何だか、ジワリと浸透する仕掛け



・団塊の世代の後期高齢化（2025年問題）に伴う、急速な高齢化の進展

課
題

・新型コロナウイルスにより高齢者が外出を抑制

介護リスクの増大・急上昇

趣味や運動、就労などにより、高齢者の方の“社会参画機会・
社会活動量”の増加を図ることで、介護リスクの低減を図り、
人との様々なつながりを得ることができる

現
状

狙
い

加えて、“生きがい”や“楽しみ”を得ることで、
本市において「幸せ」を感じられる暮らしの実現を目指す

介護予防に早急に取り組む必要性あり

新たな介護予防事業 【ずっと元気！プロジェクト】



【問合せ先】
株式会社スギ薬局
TEL:080-4076-4971(平日10-17時)
Mail:sugi.kaigoyobou@drug-sugi.co.jp
＜開催場所＞ 陣中店・梅坪店
＜参加費＞3,000円/6か月(70歳以

上)4,500円/6か月(70歳未満)

介護予防の専門家による専
用テキストと体操で自宅学
習
管理栄養士がカラダと食の
セミナーを通して全面サ
ポート
6月間の健康教室

Ｏｈ！達者塾スマホ教室 と 体力測定

スマホ教室と医療センターで使われているセンサーによる
体力測定教室は初心者編からSNS活用まで多種な講座
あり

【問合せ先】
スマホ教室:楽天シニアサポートデスク

TEL:0120-169-429 (平日10-14時)
体力測定：(株)Moff（モフ）

TEL:050-5306-0210  (平日10-17時)
＜開催場所・方法＞オンライン開催ほか
＜参加費＞無料（一部有料コンテンツあり）

かんたん健康チェック

手軽に健康チェック
野菜摂取レベルを測定

【問合せ先】
カゴメ（株） 健康事業部
TEL:03-5623-8501 
Mail : kagome.happy-
wellness@kagome.co.jp
(注)表示値はあくまでも目安とお考え
ください。ベジチェックは医療機器で
はありません。

＜開催場所＞
中部電力豊田営業所ほか

＜参加費＞無料

ちゅうでん気楽に
ウォーキングin 豊田

ゆったり歩きながらとよた
の魅力を再発見

【問合せ先】
中部電力（株）
TEL:080-2629-9683
（担当者直通）

＜開催場所＞
中部電力豊田営業所ほか

＜参加費＞無料

元気で幸せな暮らしの
ヒントを毎日お届け

【問合せ先】
(株)リクシス
TEL:03-6455-4272
URL:https://www.osekkai-

cat.com/

＜開催方法＞オンライン
＜参加費＞500円/月

おせっかいネコ

Sail

世界の日本ファンと
日本語で異文化交流

【問合せ先】
（株）Helte( ヘルテ)
Mail : support@helte-corp.com
＜開催方法＞オンライン
＜参加費＞無料

着物倶楽部

大好きな和服でみんなで
お出かけしませんか？

【問合せ先】
（株）プラネッツ豊田
TEL：0565-33-2200

＜開催場所＞
中部電力豊田営業所ほか

＜参加費＞
飲食代、交通費等都度実費

楽しい脳トレ

体操/音楽/パソコンを
使って頭を刺激

【問合せ先】
パソコン教室みんと
TEL:0565-32-9730
＜開催場所＞
喜多町3-72 十一屋ビル２F
＜参加費＞90分3000円／回

いきいき脳トレピアノ

ピアノを弾いて脳を活性
化させましょう！

【問合せ先】
Rosemary音楽教室
TEL:080-6957-7562
＜開催場所＞
イオン高橋店グリーンシティ３階

＜参加費＞ 入会金3,000円
レッスン料 1,500~5,000円/月

就労サービス

週１日、月1日から働ける
お仕事をご紹介

【問合せ先】
都工業
TEL:0120-29-3607
＜開催場所＞
面接会場：清水町2-79-1
＜参加費＞なし
※面接は、事前の予約が必要
※御紹介する仕事の内容により、
給与額は異なります。

会話と食事を楽しむ

テイクアウトした食事をお
宅へ届け、一緒に食事を
することでシニアの孤食を
防ぐボランティア活動

【問合せ先】
じーばーイーツ
TEL:090-8393-9928
＜開催場所＞利用者自宅
＜参加費＞1,500円/回

（食事代実費含む）

SIB（ｿｰｼｬﾙｲﾝﾊﾟｸﾄﾎﾞﾝﾄﾞ）を活用した提供サービス

mailto:sugi.kaigoyobou@drug-sugi.co.jp
mailto:kagome.happy-wellness@kagome.co.jp
http://www.osekkai.cat/
mailto:support@helte-corp.com


環境分野を始め、持続可能な社会の実現に向けた取組を紹介する「ショーケース」

（開設）
2012年5月
※2019年4月リニューアル

（来場者）
３０万人達成（201９年12月）
１００か国以上の地域から来場

（内容）
先進技術の展示
SDGsの取組紹介
各種モビリティの試乗体験 等

【オンラインガイドツアーのご紹介】
ＳＤＧｓ発信拠点 とよたecoful town



先端技術 市民 企業・団体

豊田市はＳＤＧｓ未来都市として、
官民連携・共働でSDGｓ達成・地域課題解決に取組み、
「真に豊かな社会」を目指します。

38

～「モノ」づくりのまちから、
「モノ・コト・ヒト」がつくるまちへ～



SDGsは
「Sustainable Development Goals」
という名称で採択されたのではありません。

我々の世界を変革する。
トランスフォームする、
世界も地域も学校も個人も。

「Transforming Our World」
という文章の一部に出てきます。

国連で採択された



御清聴ありがとうございました。


